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会
長
あ
い
さ
つ

会
長
　
三
浦
　
政
信

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
〝
新
型
コ
ロ
ナ
〞
に
よ
り
、
例
年
と
は
違
う
新

春
を
お
迎
え
し
た
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
１
月
以
降
、
わ
が
国
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
医
療

の
ひ
っ
迫
や
経
済
の
停
滞
な
ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
ご
記
憶

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
感
染
者
が
出
た
横
浜
港
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
号
で
の
救
護
に
当
た
っ
て
い
た
の
は
、
実
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
班
で
し
た
。

併
せ
て
、
派
遣
さ
れ
た
職
員
延
べ
２
５
５
人
の
中
か
ら
１
人
も
感
染
者
が
出
な
か
っ
た

こ
と
は
、
医
療
関
係
者
な
ど
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
に
は
、
県
内
で
も
初
の
感
染
者
が
発
生
し
、
日
赤
大
分
県
支
部
で
も
、
救

急
法
や
防
災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
習
会
が
開
催
で
き
な
い
状
況
と
な
り
、
大
分
赤
十
字

病
院
で
は
接
触
者
外
来
の
開
始
、
患
者
の
受
け
入
れ
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
、
血
液
セ

ン
タ
ー
で
は
、
献
血
者
が
減
少
し
、
輸
血
用
血
液
の
確
保
に
大
変
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、
様
々
な
制
限
が
あ
る
中
で
、
感
染
防
止
対
策
に
最
大
限

努
め
な
が
ら
、
赤
十
字
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
中
で
発
生
し
た
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、
日
赤
大
分

県
支
部
は
救
護
班
を
熊
本
県
人
吉
市
に
派
遣
し
た
ほ
か
、
県
内
で
は
被
害
の
大
き
か
っ

た
日
田
市
、
由
布
市
、
玖
珠
町
、
九
重
町
な
ど
に
救
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。
支
援
活

動
が
終
了
し
た
後
も
、
全
国
か
ら
２
億
円
を
超
え
る
義
援
金
を
受
け
付
け
、
被
災
者
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
行
え
る
の
も
、
有
功
会
の
皆
様
方
の
多
大
な
お
力
添
え
に
よ
る
賜

物
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
有
功
会
で
は
、
皆
様
の
長
年
の
功
績
を

称
え
る
た
め
、
今
年
度
新
た
に
支
部
長
功
労
表
彰
制
度
を
創
設
し
、
昨
年
の
総
会
で
は

８
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
新
た
に
法
人
会
員
を
募
る
と
と
も
に
、
県
立
美
術
館
O
P
A
M
や

i
i
c
h
i
k
o
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
企
画
展
や
舞
台
公
演
を
会
員
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
有
功
会
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
昨
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
大
分
で
の
九
州
八
県
赤
十
字
大
会
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
11
月
に
開
催
の
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
々
に
有
功
章

を
受
章
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
引
き
続
き
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和２年７月30日（木）有功会総会にて会員へ支部長表彰状及び会長感謝状が贈られました



　会員減少が著しい昨今、会の活性化を図るために、長年支部へ寄付をしていただいている法人
を対象に、会員加入勧奨を行いました。令和２年12月末現在、42社の法人に加入していただき、
現在100社を目標に加入勧奨を行っています。会員さま同士の繋がりの場となれば幸いです。

　これまで有功会長が行ってきた感謝状の贈呈に加え、有功会員の功労に対して、支部長による
表彰制度を創設しました。下記条件を満たした会員を対象に、毎年度の有功会総会の場において、
表彰式を行います。

有功会トピックス

記
１　過去の寄付金累計額が、300万円以上に達した会員を表彰する
２　役員として、10年以上在職した会員に感謝状を授与する（退任時）

【参考】有功会長感謝状の贈呈（大分県赤十字有功会会則第14条）
第14条　日本赤十字社に対し次の功績があった会員には、会長より感謝状を総会の席で贈呈する。
(1)単年度において50万円以上の寄付金を納入した会員
(2)単年度において3名以上の有功章の加入を斡旋した会員
(3)過去３年を通じて、100万円以上の寄付金の納入を斡旋した会員又は５名以上の有功章の加入を斡旋した会員

〇びび特典
施設名 種　類 特典内容

大分県立美術館
（OPAM）

iichiko総合文化センター
（グランシアタ・音の泉ホール等）

両施設

対 象 の 企 画 展

コレクション展

対 象 の 公 演

駐 車 無 料 券

無料（１企画10枚まで）

無料（年間30枚まで）

１つの公演に対して10％割引（1公演10枚まで）

年間40時間分

〇有功会員特典（会員ご本人・法人1名のみ）
施設名 種　類 特典内容

iichiko総合文化センター
（グランシアタ・音の泉ホール等）

対 象 の 公 演 １つの公演に対して5,000円以上の席は、びび特典
価格から、更に一般価格の10％を割引

◆申込にかかる注意事項
１．有功会員本人とお連れ様１名まで申込可能です。（割引率は異なります。）
２．法人として、びびに入会している法人さまのお申込みはお控えください。
３．１法人につき、２名まで申込可能です。（割引率は異なります。）
４．申込時には、申込者全員分の氏名を支部あてお知らせ願います。
５．駐車券は、１企画・１公演につき、１枚の配布とさせていただきます。

T opics１ 法人会員が新たに加わりました

T opics２ 支部長功労表彰制度を創設しました

　びびとは、大分県立美術館（OPAM）とiichiko総合文化センターを中心に大分県の芸術・文化
を多くの皆様に楽しんでいただくためのメンバーシップです。両施設の企画展や公演を楽しんで
いただくための特典を利用できます。
　なお、有功会としても特典を準備しましたので、是非この機会にご利用ください。
　年に数回、企画展のご案内・公演のスケジュール表をお送りします。

T opics３ 大分県芸術文化友の会 びび に入会しました



　令和２年７月30日（木）、大分市のホテル
日航大分オアシスタワーにて総会を開きまし
た。新型コロナウイルスの影響により、講演
会や昼食会を割愛する等の感染対策を講じ、
例年とは違った開催となりましたが、広瀬知
事をはじめとする来賓の方々を含め、総勢69
名に出席いただきました。
　議案は全て可決され、支部長による表彰状
の授与、有功会長による感謝状の授与、また
令和２年７月豪雨災害における救護活動の初
動記録のビデオ上映などを実施し、大変有意
義な会となりました。

令和２年度 有功会 総会

作 品 集

作：三浦マサコ

功労者表彰
（順不同・敬称略）

渕野　耕三　　三浦マサコ
梅野　朋子　　山口　　進
西郡　義照　　三浦　政信
三浦　惠子　　室　　逸子

〇社資功労の部
　三浦　政信
　三浦　惠子

支部長表彰状 会長感謝状
〇斡旋功労の部
　三浦　政信
　多田　サチ

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

短
　
歌

一
　
世
界
中
　
旅
の
想
い
出
　
忍
び
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　 

　
見
上
げ
る
空
に
　
晩
秋
の
月

二
　
人
生
の
ア
ル
バ
ム
め
く
り
　
眺
む
れ
ば

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
蒼
く
輝
く
　
冬
空
の
月

三
　
世
の
為
に
　
働
き
つ
く
し
　
古
寺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ひ
と
つ
き

　
　
　
　
　
　 

　
一
ヶ
月
分
を
　
供
え
し
夏
の
夜

四
　
車
窓
よ
り
　
供
え
し
寺
に
　
手
を
合
す

　
　
　
　
　
　 

　
過
ぎ
し
想
い
出
　
春
風
ぞ
吹
く

一生懸命働き、日本中、
世界中を旅されたそう
です。どこにも行けなく
なってしまった今、三浦
さんの作品に触れると、
旅気分を味わえますね。

（事務局より）

アイガー北壁（スイス）

ノイシュヴァンシュタイン城（ドイツ）

サクレ・クール寺院（フランス）



■NHK海外たすけあい募金へのご協力ありがとうございました
　今年度も会員15名より89,000円のご協力をいただきました。誠にありがとうございました。
■令和２年度九州八県赤十字大会（大分大会）は令和3年度へ延期となりました。
　開催期日（予定）：令和３年11月11日（木）
■令和３年全国赤十字大会への参加者募集は行いません。ご了承ください。

大分県支部　この1年

大分県支部よりお知らせ

令和2年7月豪雨での対応
　九州地方をはじめとする日本各地で甚大な被害をもたらした豪雨災害では、新型コロナウイル
ス感染対策のもと、以下の支援活動を行いました。

①県内での活動
　災害救助法が適用された日田市、由布市、九重町、玖珠町へ救援物資を届けました。

②熊本県での活動
　日赤熊本県支部からの要請を受け、発災直後の７月５日に救護班第１班を派遣し、人吉市内の
避難所を巡回しました。その後、熊本県支部の業務を支援する支援要員や、救護班第２班を続け
て派遣し、甚大な被害に遭った熊本県に対して、継続的な支援を行いました。

感染対策を万全にして事業を行っています
　新型コロナウイルス感染拡大によって事業を停止した期間もありましたが、昨年７月より事業
を再開しています。セミナー開催時には、時間や参加人数等の制約に気を配りながら、また、参
加者の健康チェックを行う等、感染対策を万全にしています。

県内の被災地へ救援物資を輸送 人吉市内の避難所にて
健康調査を行う救護班員

避難所には感染対策として
仕切りが設置されていた

７月　救急法講習
（大分市 昭和電工㈱）

10月　幼稚園での防災セミナー
（大分市　富士見が丘幼稚園）

11月　国民保護共同実働訓練
（中津市 九州ダイハツアリーナ）


